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宇都上遺跡 縄文 。中世石器 (1)
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宇都上遺跡 縄文石器 (2)
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錦江湾沿いの古江から鹿屋市街地へ向けて走ると,皆が恐れる「魔の古江急カーブ」があり,交

通事故が絶えないものであった。そこで,国立鹿屋体育大学からまさかり海岸までの古江バイパス

建設が計画され,事前に発掘調査が計画され実施された。調査は平成 9年度から行われたが用地買

収が思うようにいかず,平成18年までの長い期間にわたるものであった。そのため報告書刊行の年

には当時の発掘担当者は異動等により少なくなっていた。

根木原遺跡は約2600mの 長さの遺跡で,北に桜島,南西方向には錦江湾越しに開聞岳が望める絶

景の地に位置している。昭和50年代には圃場整備が行われているために,旧地形が想定しづらかっ

たが,発掘調査によりいくつかの谷部がみられ,遺跡が分離されることが半U明 した。そのため遺跡

は,それぞれの小字名により中野西遺跡・松山田西追跡・鷲ヶ迫遺跡・北原中遺跡・領家西遺跡・

天神平溝下遺跡・宇都上遺跡と7箇所の遺跡に区割りして,名称を変更した。旧石器時代から古代

までの長期にわたる生活痕が発見されました。

発掘調査も大変であったが,報告書作成については,年数が経っていることから,困難を極め,

苦労した面もあった。それでも,鷲ヶ迫遺跡・北原中遺跡・宇都上遺跡の報告書を刊行する運びと

なった。万全を期したつもりであるが,必ずしも充分といえないものになった。今後,検討を要す

るものも多いと思うが,機会をみて不備を修正し,その責務を全うしたい。

調査にあたり便宜を図ってくださった鹿屋市教育委員会,発掘作業員として御協力いただいた地

元の方々に心より感謝申し上げます。
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